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臨床熱帯医学分野 
 
論文 
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NAKAMURA, Hiroshi YOSHINO, Motoi SUZUKI, Dinh Thiem VU, Sharon E COX, Huu Tho LE, Hiroyuki MORIUCHI, 
Koya ARIYOSHI. Hazardous effect of environmental tobacco smoking on childhood respiratory infections was identified by a 
birth cohort study in Nha Trang, Vietnam. SCIENTIFIC CONFERENCE PIHCMC 2015,Ho Chi Minh City, Vietnam June 
27-28, 2015 (oral presentation) 
 

2. M Yasunami, H Nakamura, K Tokunaga, M Kawashima, N Nishida, Y Hitomi, M Nakamura. Dissection of HLA class II in 
Japanese primary biliary cirrhosis: epistasis of protective HLA-DQ allele and additional contribution of HLA-DP allele. The 
65th Annual Meeting of the American Society of Human Genetics. Baltimore, USA. October 6-10, 2015 (poster presentation) 

 
B 邦文 

B-c 
1. 有吉紅也 齋藤信夫『病理と臨床』 「特集■ 1．グローバル化時代の新興・再興感染症」33 巻 8 号 文光堂 

 
2. 有吉紅也 今日の治療 指針『ボレリア感染症（回帰熱、ライム病）』２０１５年度版 

 
3. 森本浩之輔 今日の治療薬 『抗寄生虫薬』 p123-130 南江堂 2015 

 

学会発表数 
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A－b 
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B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有吉紅也：教授 評議員 日本内科学会 

有吉紅也：教授 評議員 日本感染症学会 

有吉紅也：教授 監事 日本熱帯医学会 

有吉紅也：教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 予防接種健康被害調査委員会 長崎県 

有吉紅也：教授 エイズ・性感染症専門部会部会長 長崎県 

有吉紅也：教授 教職員結核審査委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 編集委員 Tropical Medicine and Health 

有吉紅也：教授 委員 国際医療研究開発費(国際医療協力研究分野)

事前評価委員会 

 
 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

有吉紅也・教授 科学研究費 補助金 代表 「ベトナム中部に確立した出生コホートの

拡充による小児重症疾患の総合的なリスク

評価」 

森本浩之輔・准

教授 
学術 研究 助成基金助成金 代表 「肺の炎症終息と組織修復における小胞体

ストレスのインパクト」 
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森本浩之輔・准

教授 
日本医療研究開発機構（AMED）研究費 分担 「自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵母由来

組換え GM-CSF 吸入の多施設共同医師主導治

験」 

森本浩之輔・准

教授 
日本医療研究開発機構（AMED）研究費 分担 「ワクチンによって予防可能な疾患のサー

ベイランス強化と新規ワクチンの創出等に

関する研究」 

鈴木基・助教 学術 研究 助成基金助成金 代表 「ベトナムにおける小児 Hib ワクチンの臨

床的効果と罹患率の推移に関する研究」 

鈴木基・助教 学術 研究 助成基金助成金 代表 「乳幼児期の呼吸器感染症にみられる病原

体干渉の解明：ベトナム中南部出生コホート

研究」 

山下嘉郎・助教 学術 研究 助成基金助成金 代表 「IGRAs を超える次世代結核診断法確立へ-

結核特異的 CD4陽性 T細胞の臨床研究」 

 

その他 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

有吉紅也・教授 名古屋北部地区予防接種

研究会 
 2015 年 7 月

11 日 
演題「蚊が媒介する感染症－マラリア、

デング熱、日本脳炎の現状と対策につい

て－」の講演を行った。 

有吉紅也・教授 旭化成ファーマ  2015 年 8 月

28 日 
演題「世界で活躍する人財になるには？ 
～世界を目指す若い研究者へのメッセ

ージ～」の講演を行った。 

有吉紅也・教授 長崎大学グローバルヘル

ス基金設立記念セミナー 
 2015 年 9 月

4 日 
演題「“風に立つライオン”を育てるこ

と」の講演を行った。 

有吉紅也・教授 第 311回日本内科学会九

州地方会主催 
 2015 年 11

月 15 日 
第 311回日本内科学会九州地方会の主

催と会長をつとめた。 

有吉紅也・教授 公益 財団 法人 木原 記念

横浜生命科学振興 財団 
 2015 年 12

月 11 日 
演題「熱帯医学の先端研究と新たな事業

機会の可能性」の講演を行った。 

有吉紅也・教授 長崎県医師会・HIV医療講

習会で講演 

 2015 年 1 月

30 日 
演題「長崎県の現状について」の講演を

行った。 

有吉紅也・教授 第 115 回九州医師会医学

会で分科会会長 
 2015 年 11

月 15 日 
第 115 回九州医師会医学会：分科会の主

催と会長をつとめた。 

鈴木基・助教 第 90 回日本結核学会､市

民公開講座 
 2015 年 3 月

28 日 
演題「もう遠い国の話じゃない！身

近に迫りくる感染症の脅威」の講

演を行った。 
鈴木基・助教 東京都立西高校講義「エ

ボラ熱最前線」 

読売新聞 2015 年 4 月

25 日 
読売教育ネットワークからの依頼で、東

京都内の高校で、高校生 120人にエボラ

と国際貢献について講義を行った。講義

の光景について、翌週の読売新聞に掲載

された。 

鈴木基・助教 感染症とたたかう長崎大

学展・市民公開講座「リ

ベリアでのエボラ対策活

動報告」 

 2015 年 5 月

9 日 
長崎大学が開催する市民公開講座で、一

般市民を対象とした西アフリカでのエ

ボラ対策に関する報告会を行った。 

森本浩之輔・准

教授 
筑後地区耳鼻咽喉科専門

医会 
 2015 年 8 月

22 日 
演題「熱性ウイルス疾患と治療薬」の講

演を行った。 

 

○特筆すべき事項 
①有吉紅也(教授)は、長崎大学熱帯学・グローバルヘルス研究科、副研究科長を兼務している。 
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